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・作業療法実施時間中（9:30～11:30/14:00～16:00）はテレビを消し、洗濯室の鍵を掛け、集中できる環境を作っていきましょう。
・3/28～入浴の順番を変更する事としています。患者様やスタッフより意見があれば
カンファレンス内で共有していきましょう。
・青森県県議会議員について、不在者投票を4/5（水）
10：00～12：00,14：00～16：00で各病棟にて実施予定。

　※4/6（木）午前中予備日　5日にできなかった場合は6日午前にやる予定

　（三沢市は立候補者が定数となりましたので、無投票当選となりました。

　よって中居敬悦さんの選挙はありませんのでご本人たちへお伝えください。）
・今後対面での面会規制緩和を検討している為、受け持ち患者様の御家族様からの希望があるか確認お願いします。特に希望無ければオンライン面会継続していく予定としています。

＜ベッドコントロール＞
・船渡　幸男様～西Bユニット→北病棟301号室へ移動となっている。
・妻神　広美様～明日、東病棟へ転出予定となっています。

＜患者様連絡事項＞
・居室で食事を召し上がる患者様の下膳がちゃんとされているかを確認し配膳カートを下げるようにして下さい。
・妻神　広美様～入院証明書が届いる為ファイル内にて保管しています。
・大久保　恵様～ツムラ小青竜湯エキス顆粒3 包  1日3回　毎食前7日分

オラドールトローチ0.5mg　1日3～6回20 錠  処方。
・宮崎　博孝様～ヒアルロン酸点眼液1本処方。
・續石　啓介様～ピコスルファートNa内用液　3本処方。
・沢田　秋子様～不安時ロラゼパム（0.5）20回分処方。
＜深澤Dr.処方＞

・山本　久美子様～不穏時レボトミン30回分処方となっています。
・中山　真由美様～ツムラ小青竜湯エキス顆粒　3 包  1日3回　毎食後14日分。
・松谷　さと子様～3/3ヒアルロン酸点眼液2本処方。
・妻神　広美様～[1] バルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ200mg　2 錠  

1日1回　ねる前
[2] レキサルティOD錠１ｍｇ 1 錠  

1日1回　ねる前　7日分処方。
・福島　司子様～主治医へ処方依頼中。
・飯田　修子様～ロナセンテープ14日分処方となっている。
＜要注目患者様ケース検討＞
・飯田　修子様～スタッフへ話しかけあるも過度とはならず切り上げること出来ている。「北病棟に行きたい」と話す様子あるも、不穏さや他者トラブル無し。
・鈴木　流依様～入院前と比べて体調も良好になって来ていると話され、気分面の抑うつなどもなし。他患者様へ積極的に話し掛け行う様子も見られている。
・成田　富士子様～嗄声、鼻汁、咽頭痛みられ体温38.0℃台で経過されている。
本日昼からセフジトレンピボキシル錠処方開始、2日分処方となっている。
・松川　順子様～昼食後より不安感表出されているが、頓服薬使用せず落ち着く事
出来ている。
・島守　淳様～昨日不眠で徘徊されていたと情報ありますが、本日日中は徘徊する様子は特に見られていません。引き続き精神症状や夜間の睡眠状態を
確認していきましょう。
・石橋　隆夫様～お菓子を食べていて、食事摂取が出来なくなった事がある為受け持ちと共に嗜好品管理について検討して頂く事としています。
・飯岡　未来様～排便ない為GE浣腸促すも「考えてみます」と返答がありました。腹痛などの訴えは特にありません。必要時浣腸実施しましょう。

＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・鈴木　知子様～夜間中途覚醒後に、来詰頻回で再入眠困難さ見られている事伝えている。幻聴についてや自身の怒りの感情がコントロールできない事があると話されている。

ブロチゾラム（0.25）1T→ユーロジン（2）1Tに変更になり、他同内容で7日分処方となっている。
・橋本　喜久子様～夜間中途覚醒後独語や放歌あり、2～3時間後に再入眠される事見られている事情報提供している。

ｖｄｓのレボトミンを2T→3Tに増薬となっている。

他同内容にて7日分継続。
・高柳　和子様～不穏さ、精神状態変化なく夜間も良眠されている事情報提供行う。

処方内容変更無く7日分継続。

頓服薬のピコスルファート1本処方して頂く。
・谷地　寿梨様～体感幻覚訴えがあったが概ね穏やかに過ごされ、作業にも参加できている。本人様より幻聴・幻覚は減ったと話されている為、処方内容変更無く7日分継続。
・沢田　秋子様～精神状態悪化なく経過されているが、不安時頓服薬　3回/1日服用されている事情報提供している。

本人様からも不調訴え無く経過されている。

処方内容変更無し。
・梅内　とも子様～先週就床前薬中止になった後、不眠時頓服薬が欲しいと準夜帯で何度も来詰される様子あり、情報提供している。
不安感や、薬を飲まなければといった様子は見られているものの、服用せずに休めているようなので経過観察行うようにと指示あり。

診察中、妄想に左右された不安感訴え聞かれており

トリヘキシフェニジル塩酸塩錠2mg 1 錠 中止。

クエチアピン100㎎　2T→クエチアピン錠200mg 2 錠 1日2回　朝夕食後 に変更となっている。
またピコスルファートナトリウム服薬時は7滴程度内服させると効果が緩やかな為本人様も不安感が減るのではと助言あり。
・河村　哲久様～診察時他患者様とトラブルがあった事情報提供し、先日の外泊については概ね問題なく行っている事伝えている。

処方内容変更無く7日分処方となっている
・成田　賀枝様～妄想に左右された言動なく経過されている事や、転倒無く過ごされている事情報提供行い、

本人様からは、夜間入眠できないと話しあるが、午睡等もある為経過観察となっている。

処方変更無く7日分継続。
・島守　淳様～昨日不眠で徘徊されていた事、日中余暇時は自室にて過ごされている事多く見られている事お伝えしている。

診察時は妄想的言動無く質問に対し淡々と返答されている。

明日から就床前薬でブロチゾラム（0.25）1T服用開始となっている。
・成田　富士子様～診察時主治医より体調不良について尋ねられるが、

他患者様（A・ｋ様）の不満を訴えている。

本日昼よりセフジトレンピボキシル錠100mg　 3 錠 　
1　日3回　毎食後　2日分 処方となっている。
・小泉　裕子様～妄想に左右された言動あり、退院調整が進められない状態（進めてほしいと話したり、キャンセルしたいと話される為）である事伝えている。診察時にも、同様の固着した妄想聞かれている。

また静を流しっぱなしにしないよう注意を受けている。

明日から リスパダールOD錠1mg 2 錠 中止、クエチアピン
100mg 2 錠朝・夕　2回/1日に変更となっている。
＜皮膚科診察情報＞
・山崎　勝美様～診察時、左大腿部切断部位の掻痒感訴えている。

主治医よりデルモゾールを塗布するよう説明受け理解得られている。

・佐々木　章洋様～診察時全身の掻痒感訴えあり、主治医より薬の効果がいまいちの為変更してみないか提案あり同意得られている。

本日夕～[1] フェキソフェナジン塩酸塩OD錠60mg 2 錠 
1日2回　朝夕食後　追加。

[1] クレマスチン錠1mg 2 錠 1日2回　朝夕食後は飲み切り中止。
・大久保　惠様～診察時、鼻腔周辺の掻痒感継続して訴えあり。

[1] クレマスチン錠１ｍｇ「ＹＤ」 2 錠 1日2回　朝夕食後

[2] デルモゾールＤＰ 軟膏５ｇ／本 1 本 処方。
・中村　和夫様～足の処置に関しては変更なく継続するよう指示あり。

[1] クレマスチン錠１ｍｇ「ＹＤ」 2 錠 1日2回　朝夕食後 処方。
・播磨　克子様～診察時、胸部の瘡蓋部分が痒いと訴えあり。デルモゾール塗布する様指示あり。

右大腿部発赤にはヘパリン類似物質塗布しすりこまないように塗る様説明ある。

[1] ソフラチュール貼付剤１０ｃｍ　10枚

[2] デルモゾールＤＰ 軟膏５ｇ／本 1 本 

[3] ヘパリン類似物質油性Ｃｒ０．３％「日医工」２５ｇ 1 本　処方。
・妻神　広美様、成田　富士子様、中居　敬悦様、谷地　寿梨様、飯田　修子様、
船田　泰子様は悪化が無いとの事で、本日皮膚科受診されていません。
＜インシデント振り返り＞
・3件振り返り実施しています。
・成田　賀枝様：誤投薬～与薬時薬包を読み上げ確認行う事で誤投薬を予防する。
投薬時は他事を行わず、与薬業務だけに集中する。
・妻神　広美様：誤投薬～薬包→ヒートへ変更した際のセットミスが原因だったと考える為薬セット時処方開始日の確認をしっかり行う。
今後は責任の所在確認の為、処方箋へのハンコ、または
サインを行う。
・若沢　理子様：離院～日頃からの危険予測や危機管理の徹底が不足していた。
法人行事でスタッフが少ない時に起きた事故であった為、
人数が少ない時こそ見回りの強化を行う必要あり。
＜田名部Dr.患者様退院支援委員会会議＞

・鈴木 知子様～今後の方向性については本人がGH等の施設入所を希望され主治医も了承。
計画相談員森氏より青山荘への入所について確認されるも、本人：2年間の入所期間を経ると再度施設を探さなければいけない点が嫌であるとの返答をしている。GHへ入所したとして、日中の活動場所をどうするか？

と問われると、「”ソレイユ”に行きたい。」「出来れば平日は月～金曜日まで毎日利用したい。」といった訴えがあった。本人からのGHの条件としては【月6万円程度】、【個室】、【トイレ・洗面所・風呂あり(共用でも可だが、入浴は出来れば一人で)】、【3食付き】といった事が挙げられていた。又、買い物が出来るスーパー等が近隣にあるGHであれば尚良いとの事。施設探しの間を青山荘で過ごすのはどうかと再度提案を受けているが、本人は頑なに拒否している。本人の条件に見合う施設を探すには時間が掛かる事が予想されるが、それまでは入院を継続して安定した状態を保ってお待ち頂く事で良いか？と森氏より確認されると了承されている。
・橋本　喜久子様～特養3件へ意見書を郵送している。そのうちの素心苑からはR4.3に入所調査実施し、返答待ち。
・谷地　寿梨様～施設入所からGHなど段階を踏んで単身生活希望。薬剤調整中。

・沢田　秋子様～施設方向となっている。薬剤調整中。

・成田　賀枝様～施設方向だが、以前に施設での自殺企図あり選定が難航している。

・梅内　とも子様～介護認定申請予定→病状おちついたら家族へ依頼していく。

※2/5　生保申請中。今後は病状みながら自宅or施設検討。

・河村　哲久様～団地を引き払わなければならず、青山荘への入所調整が滞っている状況。対人関係のトラブルも見られており引き続き介入が必要。

・成田　富士子様～施設方向となっているが詳細未定。他者トラブルに注意し

観察しましょう。

・小泉　裕子様～青山壮の見学・体験利用をPSWが調整中。

